
□議員名：大井淳一朗 

１ 予算編成について 

論点 
どのような過程で予算編成されるのか、タイムスケジュールあるい

は査定状況などを公開すべきだが、当市の考えは。  

回答 

予算編成過程における査定状況については、内部の意思決定過程に

あることから公開は難しい。他方、予算編成に係るタイムスケジュ

ールについては、今後通常予算を編成する際、予算概要に掲載する

ことにより公表していきたい。  

 

論点 
予算概要に掲載するではなく、これからつくられる予算編成の過程

を公開すべきではないか。 

回答 

予算概要を公表する際に、新年度予算はこういう経緯で決まりまし

たということで予算編成のタイムスケジュールを発表したいと考え

ている。 

 

論点 
先進地のように決算審査における議会評価を次年度予算に反映させ

ることで「予算の見える化」が進むと思うが、当市の考えは。 

回答 
先進地の事例は、議会評価に対して執行部がどういう形で反映して

いるか一目でわかる点で大変参考になる。研究していきたい。（※） 

 

２ 新学習指導要領の取り組みについて 

論点 
今年度より武道が必修となるが、安全性や指導体制についてどのよ

うに対応していくのか。 

回答 

担当者が各校に訪問し、畳などの設備確認や点検を行い、安全な実

施に向けての体制を整える。指導体制についても保健体育科教員に

対する研修を実施し、外部指導者による授業支援を行う。  

 

論点 
万が一、事故が起きた場合の応急処置や緊急連絡体制についての指

導は行き届いているのか。 

回答 
緊急対応編というマニュアルを各中学校で作成している。それを関

係機関や専門家に見てもらいながらチェック体制を整えていく。  

 



 

論点 くすりの正しい飲み方を教える「くすり教育」の取り組みは。  

回答 

養護教諭に対する研修を実施した。指導にあたっては保健体育科教

員だけでなく養護教諭や高い専門性を有する学校薬剤師とも協力し

て、より指導の効果を上げることに努めていく。  

 

３ 事務量調査と事務の効率化について  

論点 
課ごとに適正な職員数を充てる前提として現状の事務量を調査する

必要があると思うが、当市での考えは。  

回答 

毎年度、所属長を対象に詳細なヒアリングを実施している。恒常的

に時間外勤務が多い部署については、人事課の職員が執務状況を確

認している。適正な事務量をどのように設定するか基準となる指標

がないのが現状。事務量調査を実施する予定はない。  

 

論点 
事務量調査ではなく、人事ヒアリングだけで事務量の把握が十分に

できるのか。 

回答 

定型的な業務については、その分野の比較検討という意味で事務量

調査が十分役に立つ。しかし、企画立案など不定型業務については

比較が難しくミクロ的に調整ができない。そこで、人事ヒアリング

を行う中で必要最小限の人数を把握する方法に切りかえた。  

 

論点 アウトソーシングについて具体的な方針はあるのか。 

回答 

事務の効率化のためにアウトソーシングの活用は大変有効な手段で

ある。今年度から来年度にかけて行政改革大綱の見直し、アクショ

ンプラン策定の中で研究を重ねていきたい。  

 

＜資料について（※）＞ 

 市議会が「救命講習会拡大事業は、拡充すべきである。」と評価した結果が

２４年度予算に反映されていることを示したものです。２３年度と比較して

７４万４千円増額されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎市ＨＰより抜粋  


